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本研究では、 PDRD の一つである進行性核上性麻痺 (Progressive 
Supranuclear Palsy; PSP)において、①誤嚥性肺炎の生命予後への影響、②肺
炎発症の予測因子の 2点を後方視的検討により明らかにした。対象は、2006年
〜2014年に診療した PSP患者連続 90例。観察期間は 5.1（3.8）年（平均(SD)）。
22 例が誤嚥性肺炎を発症し、うち 13 例（59%）が死亡したのに対し、肺炎非




症と関連し(log rank P = 0.001および P<0.001)、それぞれ独立した肺炎発症予
測因子 (調整ハザード比 HR 3.9, P = 0.03および HR 5.2, P = 0.02)であった。
予想に反し、病初期の嚥下障害の自覚症状は独立した予測因子でなかった(log 
rank P = 0.2)（論文１）。この結果を受けて、嚥下機能障害と肺炎との関係を
明確にすべく、嚥下造影(VF)検査の所見のうち、肺炎発症予測因子となる項目
を同定することとした。2005 年〜2015 年に嚥下造影(VF)検査を施行した PD





点数化した PDVFスケール (PDVFS: 0〜12点、カットオフ値 3点)を用いると、
感度 92%、特異度 82%で肺炎発症を予測可能であることが示され、PDVFS 高












発症予測因子を後方視的に検討した。対象は PSP 患者連続 90 例である。観察





を対象に検査後 6 ヶ月以内の肺炎発症予測に有用な VF スケール(PDVFS)を作
成した。咀嚼不良、口腔期舌運動不良、誤嚥、全嚥下時間延長の 4 項目からな




したがって、本論文は博士（ 医学 ）の学位論文として価値あるものと認める。 
なお、本学位授与申請者は、平成 30年 12月 3日実施の論文内容とそれに関連した
研究分野並びに学識確認のための試問を受け、合格と認められたものである。 
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